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日
本
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
国
際
協
力
｜
。

そ
れ
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
受
入
事
業
だ
。
日

本
に
は
、
組
織
経
営
や
人
事
管
理
な
ど
組
織

レ
ベ
ル
の
仕
組
み
か
ら
、
生
活
改
善
運
動
や

地
方
行
政
制
度
な
ど
社
会
レ
ベ
ル
の
制
度
ま

で
、
他
国
に
は
類
を
見
な
い
〝
独
自
の
知
〞

が
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
日
本
な
ら
で
は

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
直
接
学
ぼ
う
と
、
毎

年
、
世
界
各
国
か
ら
研
修
員
が
来
日
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
各
地
に
滞
在
し
、
地

域
の
人
々
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
研
修
を
行

っ
て
い
る
。

　

研
修
員
受
入
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９

５
４
年
。
日
本
が
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

を
開
始
し
た
こ
の
年
に
、
ア
ジ
ア
か
ら
16
人

の
研
修
員
を
受
け
入
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
半

世
紀
で
そ
の
規
模
は
拡
大
し
、
２
０
０
８
年

度
は
１
５
０
カ
国
か
ら
約
１
万
人
が
来
日
。

帰
国
研
修
員
は
20
万
人
に
上
り
、
そ
の
中
に

は
母
国
の
各
界
で
活
躍
す
る
人
も
多
い
。

　

参
加
者
は
、
途
上
国
政
府
な
ど
の
公
的
機

関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
大
学
、
民
間
企
業
な
ど
の
代

表
者
た
ち
。
研
修
期
間
は
、
数
週
間
か
ら
数

カ
月
間
で
、そ
の
分
野
も
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、

日
本
の
大
学
に
在
籍
し
な
が
ら
学
ぶ
留
学
生

も
年
間
１
３
０
人
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
は
開
発
途
上

国
の
発
展
に
参
考
と
な
る
」

　

こ
う
話
す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
の
森
裕

之
次
長
。
技
術
は
輸
入
す
る
だ
け
な
ら
簡
単

だ
が
、
国
に
根
付
か
せ
る
た
め
に
は
数
倍
の

汗
と
努
力
が
必
要
だ
。
日
本
は
、
そ
の
苦
労

を
重
ね
、
国
を
近
代
化
さ
せ
て
き
た
。「
明

治
初
期
、鉄
の
国
内
生
産
を
急
い
だ
政
府
は
、

高
炉
か
ら
原
料
を
運
ぶ
鉄
道
の
レ
ー
ル
ま
で

す
べ
て
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
、
官
営
釜

石
製
鉄
所
を
設
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
２
年

後
、
わ
ず
か
４
０
０
キ
ロ
余
り
の
粗
悪
な
鉄

材
し
か
生
産
で
き
ず
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
た

の
で
す
」。

　

社
会
・
経
済
的
つ
な
が
り
を
無
視
し
た
先

端
技
術
の
輸
入
は
、
砂
漠
に
木
を
植
え
る
よ

う
な
も
の
。
新
し
い
技
術
を
支
え
る
幅
広
い

人
材
、
裾
野
産
業
、
原
料
・
燃
料
の
調
達
や

輸
送
体
制
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
失

敗
の
要
因
と
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
釜
石

製
鉄
所
は
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
10
年
に
及
び

小
規
模
の
溶
鉱
炉
を
何
十
回
も
改
良
、
失
敗

を
積
み
重
ね
た
末
、
当
初
計
画
し
た
25
ト
ン

高
炉
の
復
活
・
操
業
に
成
功
す
る
。

　

ま
た
、成
功
の
裏
に
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
存
在
が
あ
っ
た
。「
個
人
に
い
く
ら
高
い

技
術
や
知
恵
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
組

織
の
生
産
性
は
向
上
し
な
い
」。
パ
ー
ツ
と

し
て
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
制
度
と
訓
練
と

規
律
に
よ
っ
て
統
合
し
、
組
織
・
社
会
の
生

産
や
サ
ー
ビ
ス
に
い
か
に
効
率
的
に
結
び
つ

け
る
の
か
｜
。
今
の
日
本
が
あ
る
の
は
、
こ

う
し
た
行
政
や
企
業
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
重
視
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
。
ど
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
も
、
日
本
と
途
上
国
の
〝
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
違
い
〞
を
体
感
す
る
こ
と
が
も
う

一
つ
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
日
本
に
は
、
戦
後
の
農
村
振
興
の

原
動
力
と
な
っ
た
「
生
活
改
善
運
動
」、
児

童
が
健
全
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
「
学

校
保
健
」、
高
度
経
済
成
長
期
に
経
験
し
た

公
害
・
水
俣
病
へ
の
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ

た「
地
元
学
」（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、〝
も

っ
た
い
な
い
〞
に
代
表
さ
れ
る
「
循
環
型
社

会
」
の
独
自
の
価
値
観
や
概
念
な
ど
、
国
際

的
に
も
特
徴
あ
る
〝
知
〞
が
数
多
く
存
在
す

る
。
ま
た
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
進

途
上
国
に
有
効
な

日
本
の
経
験

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

ん
だ
省
エ
ネ
技
術
や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
教
訓
と
し
た
防
災
へ
の
取
り
組
み
（
８
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
治
安
維
持
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
交
番
制
度
、
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
重
視
し
て
き
た
平
和
教
育
の
ほ
か
、

日
本
人
の
勤
勉
さ
や
価
値
観
な
ど
に
基
づ
く

高
い
維
持
管
理
能
力
に
支
え
ら
れ
た
上
下
水

道
、
電
力
、
運
輸
・
交
通
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）な
ど
、分
野
・

地
域
的
に
日
本
の
特
徴
が
表
れ
た
研
修
コ
ー

ス
が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
経
験
を
通
し
て
日
本
人
に
根
付

い
た
考
え
方
や
知
恵
は
、
聞
い
た
だ
け
で
理

解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
」―
。
こ
の
言
葉
が
示
す
と
お
り
、

実
際
に
日
本
の
社
会
や
組
織
の
中
に
身
を
置

き
、
苦
労
を
話
し
合
い
、
背
景
に
あ
る
社
会

の
仕
組
み
や
風
土
、
文
化
、
価
値
観
な
ど
を

体
感
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
こ
そ
、
真
の
理
解

に
つ
な
が
る
の
だ
。

　

研
修
の
産
物
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
る
。
同

じ
課
題
を
抱
え
た
他
国
か
ら
の
研
修
員
と

は
、
帰
国
後
目
標
に
向
か
っ
て
互
い
を
切
磋

琢
磨
し
合
う
仲
間
に
な
る
。
ま
た
、
研
修
に

携
わ
っ
た
日
本
人
関
係
者
と
の
交
流
や
親
睦

は
、
研
修
員
個
人
に
と
っ
て
〝
一
生
の
宝
〞

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
そ
の
国
と
の

友
好
や
親
善
に
も
大
き
く
貢
献
。
他
方
、
日

本
で
は
、
研
修
員
受
入
を
地
域
活
性
化
の
き

っ
か
け
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
12
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

ニ
ッ
ポ
ン
で
の
学
び
は
、
研
修
員
に
も
、

私
た
ち
日
本
人
に
も
大
き
な
〝
財
産
〞
と
な

っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・
中
東
・
大
洋
州
な
ど
か
ら

日
本
に
や
っ
て
来
る
J
I
C
A
の
研
修
員
は
年
間
お
よ
そ
１
万
人
。

日
本
社
会
に
身
を
置
き
、
そ
の
技
術
や
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
は
、

彼
ら
に
、
そ
し
て
私
た
ち
日
本
人
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

参考文献：中岡哲郎 著『日本近代技術の形成―“伝統”と“近代”のダイナミクス』（朝日選書・2006年）

明治7年（1857年）、官営製
鉄所として建設が開始。日本の
近代化に大きく貢献した
○ｃ 毎日新聞社

釜石製鉄所

1957年、インフルエンザが大
流行した京都の小学校では学
級閉鎖となり、授業再開後は
全児童にうがいをさせた
○ｃ 毎日新聞社

学校保健

戦後、飛躍的に経済成長した日本。そ
の象徴が、1964年の東京オリンピック
開催とそれに合わせて開業した東海道
新幹線。新幹線は世界銀行から融資
を受けて建設

高度経済成長
1940年代後半～50年代、農村
での生活改善を目的に実施。改
良かまどなどが導入された
○ｃ 毎日新聞社

生活改善運動

ぜんそくの健康診断を受ける女
性（1967年）。高度経済成長
の負の側面として日本は多くの
公害を経験　○ｃ 毎日新聞社

四日市ぜんそく

○ｃ 読売新聞社

○ｃ 毎日新聞社
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ポ
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